


長
良
川
河
口
堰
と
関
連
の
年
表

国
土
総
合
開
発
法
、
木
曽
特
定
地
域
総
合
開
発
計
画

（
51
年
12
月
指
定
、
愛
知
用
水
55
〜
61
年
完
成
）

特
定
多
目
的
ダ
ム
法
成
立

朝
日
新
聞
に
長
良
川
河
口
ダ
ム
の
記
事
が
で
る

中
京
工
業
圏
の
確
立
に
関
す
る
勧
告
（
科
学
技
術
庁
）、

長
良
川
、
揖
斐
川
か
ら
の
取
水
を
検
討

伊
勢
湾
台
風
、
死
者
な
ど
が
５
千
人
を
超
え
る
。
長
島

町
で
は
高
潮
で
堤
防
が
切
れ
て
、
塩
害
が
起
こ
っ
た

台
風
11
・
12
号
に
よ
り
長
良
川
で
大
洪
水
。
岐
阜
市
忠

節
地
点
８
千
㎥
／
秒
（
芥
見
の
溢
水
を
加
算
）
と
過
去

最
大
の
流
量
を
記
録

木
曽
三
川
協
議
会（
木
曽
特
定
地
域
総
合
開
発
を
継
承
）

梅
雨
前
線
に
よ
る
記
録
的
豪
雨
に
よ
り
大
水
害
、
59 
・

60
年
と
と
も
に
連
年
（
三
年
）
災
害
と
呼
ば
れ
る

三
重
県
が
長
良
川
で
取
水
を
計
画
し
た
が
、
岐
阜
県
が

反
対
し
た
た
め
千
本
松
原（
旧
長
島
町
）に
設
置
し
た
。

塩
水
遡
上
が
あ
り
、
森
下
（
旧
海
津
町
）
に
第
二
取
水

口
を
設
置
し
た
（
河
口
堰
完
成
後
、
第
二
取
水
口
を
撤

去
、
千
本
松
原
は
中
勢
水
道
が
併
用
）

水
資
源
開
発
促
進
法
・
水
資
源
開
発
公
団
法
制
定

水
資
源
開
発
公
団
発
足

『
河
川
水
利
調
整
論
』（
新
沢
嘉
芽
統
）、
利
根
川
と
長

良
川
の
河
口
堰
案
を
検
討
し
て
い
る

「
東
海
三
県
合
併
構
想
」（
中
部
経
済
連
合
会
）、
水
利

権
を
め
ぐ
る
岐
阜
県
と
愛
知
県
・
三
重
県
の
対
立
か
ら

合
併
を
提
起

長
良
川
河
口
ダ
ム
反
対
期
成
同
盟
会
が
岐
阜
県
議
会
へ

「
河
口
ダ
ム
反
対
」
の
請
願

木
曽
三
川
河
口
資
源
調
査
団
が
結
成
さ
れ
、
調
査
を
開

始
（KST

調
査
、
67
年
度
ま
で)

木
曽
川
総
体
計
画
、
長
良
川
の
基
本
高
水
流
量
を
改
定

4,500

↓8,000

㎥
／
秒
、
計
画
高
水7,500

㎥
／
秒

1950195719591960196119621963
長良川河口堰の前史，調査開始，計画決定
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参考資料：横山尚巳「サツキマスが還る日」，公共事業とコミュニケーション研究会「証言・長良川河口堰」
　　　　　ぎふ・2001 年の会バックナンバー，長良川市民学習会ニュース，建設省・水資源開発公団「ながら」など
写真提供：高橋恒美氏，津田正夫氏，高木邦子氏
資料：村瀬惣一氏，小出良煕氏，在間正史氏，田中豊穂氏，岐阜大学地域資料・情報センター（富樫幸一）

ゴ
シ
ッ
ク
：
法
律
・
計
画
な
ど

赤
字
：
水
害
・
渇
水
・
塩
害
な
ど

青
字
：
裁
判
関
係

緑
字
：
政
治
の
動
き
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河
川
法
改
正
（
明
治
29
年
以
来
）、
一
級
河
川
の
管
理

権
を
水
系
一
貫
主
義
で
知
事
か
ら
国
に
集
権
化

木
曽
川
水
系
工
事
実
施
基
本
計
画
、
長
良
川
で
は
総
体

計
画
の
基
本
高
水
を
継
承
し
て
、
上
流
ダ
ム
群
（
板
取

ダ
ム
）
と
河
道
浚
渫
お
よ
び
河
口
堰
を
位
置
づ
け
、
河

口
堰
に
つ
い
て
は
「
水
産
業
等
に
及
ぼ
す
影
響
を
十
分

配
慮
し
工
事
を
実
施
す
る
」

水
資
源
開
発
促
進
法
に
よ
り
、（
利
根
川
水
系
等
よ
り

遅
れ
て
）
木
曽
川
水
系
を
水
資
源
開
発
水
系
に
指
定

木
曽
三
川
協
議
会
「
木
曽
三
川
水
資
源
開
発
計
画
」

中
部
地
建
「
長
良
川
河
口
堰
調
査
報
告
書
」（
昭
和
41

年
度
改
訂
版
、
部
外
秘
）

岐
阜
県
平
田
町
、
海
津
町
各
議
会
で
河
口
堰
反
対
決
議

水
資
源
開
発
公
団
、
河
口
堰
事
業
実
施
計
画
調
査
開
始

木
曽
川
水
系
水
資
源
開
発
基
本
計
画
（
第
一
次
フ
ル
プ

ラ
ン
、
75
年
目
標
）
を
閣
議
決
定
。
木
曽
川
総
合
用
水

（
岩
屋
ダ
ム
）・
三
重
用
水
と
、
長
良
川
河
口
堰
が
供
給

施
設
と
な
る

水
資
源
開
発
公
団
、
長
良
川
河
口
堰
調
査
所
設
置

建
設
大
臣
が
公
団
に
長
良
川
河
口
堰
事
業
実
施
方
針
を

指
示

長
良
川
河
道
の
浚
渫
を
開
始

環
境
庁
発
足

「
長
良
川
河
口
ゼ
キ
建
設
計
画
を
告
発
す
る
」発
行（
松

尾
孝
和
著
）

水
資
源
開
発
公
団
、
長
良
川
河
口
堰
建
設
所
設
置

木
曽
川
水
系
水
資
源
開
発
基
本
計
画
全
部
変
更
（
第
二

次
フ
ル
プ
ラ
ン
、
85
年
目
標
）、
阿
木
川
ダ
ム
・
味
噌

川
ダ
ム
・
徳
山
ダ
ム
を
追
加

建
設
大
臣
が
長
良
川
河
口
堰
事
業
実
施
計
画
を
認
可

岐
阜
県
知
事
と
水
資
源
開
発
公
団
総
裁
が
「
岐
阜
県
知

事
と
協
議
の
上
、
堰
本
体
工
事
に
着
工
す
る
」
と
協
定

4 5734107124710１37



岐阜県民を中心とする反対運動と第一次，第二次訴訟

長
良
川
流
域
の
７
漁
協
が
長
良
河
口
堰
建
設
差
止
仮

処
分
を
岐
阜
地
裁
に
申
請
（
〜
80
年
11
月
取
下
）

原
告
団26,605

人
に
よ
る
河
口
建
設
事
業
差
止
訴

訟
を
岐
阜
地
裁
に
提
訴
（
マ
ン
モ
ス
訴
訟
、
旧
訴
）

岐
阜
市
民
を
中
心
と
し
て
「
長
良
川
河
口
堰
に
反
対

す
る
市
民
の
会
」
が
発
足
、「
川
吠
え
」
発
行
開
始

河
口
堰
建
設
反
対
期
成
同
盟
が
建
設
予
定
地
で
大
が

か
り
な
水
上
デ
モ
、
船
30
隻
、
約
3
千
人

岐
阜
県
自
然
環
境
保
全
連
合
「
長
良
川
の
自
然
を
守

る
県
民
の
つ
ど
い
」

秋
雨
前
線
と
台
風
17
号
に
よ
る
記
録
的
な
長
雨
と
豪

雨
で
、
岐
阜
市
内
で
も
伊
自
良
川
の
破
堤
や
内
水
氾

濫
が
広
が
っ
た
。
長
良
川
右
岸
の
岐
阜
県
安
八
町
大

森
で
破
堤
し
、
同
町
と
墨
俣
町
の
ほ
と
ん
ど
が
湛
水

し
た
が
、
輪
之
内
町
は
十
連
坊
輪
中
堤
で
免
れ
た

木
曽
川
総
合
用
水
事
業
、
木
曽
川
大
堰
（
馬
飼
頭
首

工
）
が
完
成
、
岩
屋
ダ
ム
（
83
年
完
成
）
と
も
に
、

都
市
用
水
で
は
不
足
か
ら
過
剰
に
転
じ
た

長
良
川
水
害
訴
訟
岐
阜
地
裁
（
安
八
82
年
11
月
原
告

勝
訴
、
墨
俣
84
年
5
月
敗
訴
、
名
古
屋
高
裁
90
年
2

月
両
訴
と
も
請
求
棄
却
、
最
高
裁
94
年
10
月
棄
却

長
良
川
河
口
堰
着
工
同
意
差
止
訴
訟
（
〜
78
年
12
月

取
下
げ
）

平
野
三
郎
知
事
の
汚
職
事
件
に
伴
う
岐
阜
県
知
事
選

挙
は
、
中
村
波
男
前
参
議
院
議
員
（
社
会
党
）
と
接

戦
の
末
、
前
岐
阜
市
長
の
上
松
陽
助
氏
が
当
選

上
松
岐
阜
県
知
事
が
河
口
堰
本
体
着
手
に
同
意

岐
阜
県
海
津
町
、
平
田
町
の
両
議
会
で
河
口
堰
建
設

促
進
の
決
議

岐
阜
県
知
事
河
口
堰
本
体
着
工
同
意
無
効
確
認
申
請

提
訴
（
81
年
8
月
、
岐
阜
地
裁
却
下
、
名
古
屋
高
裁

82
年
7
月
控
訴
棄
却
）

三
重
県
桑
名
漁
連
の
木
曽
岬
、
大
島
漁
協
ら
が
堰
本

体
お
よ
び
浚
渫
工
事
の
事
前
着
工
に
同
意

ど
て
こ
ん
（
79
〜
81
年
の
7
月
に
長
良
橋
近
く
で
開

催
）

旧
訴
、
原
告
の
大
部
分
が
取
下
げ
、197

人
に

1973　1974197619771977　　　　19781979
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漁協裁判で河口堰の模型を使って現場検証．
原告・被告双方の弁護士，裁判長が映ってる．
当時の河口堰の形が今とは違うことも分かる．
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đɛåŞȏ°ŀ� � � Ȟ�Éo 1981ġ 3ū 
 
'T�vQ!]2;�Esxeɴħȝǂǆɵ 
ƘËí,²Ɛ'ƙƐ+ħȝȤǂɴħȝǂǆɵ?5#� 
Ū¯* 1959ġ*²Ɛșǉ'�%ǢŸ�<��1973ġ+Ǥ�ƃŮũėƐǮƐȮƯɘǌșǉɴU

bV`eɵ&,�ǐƀġ 1985 ġ+ɍěǅƐ+ŝȔɥȒ+�4+�Ǵşȝ+k#'�%�22.5 j
/sɴmɐǒfęŽǅƐ 8.41�ƐɆǅƐ 2.84�ļǔǒfęŽǅƐ 6.39�ƐɆǅƐ 2.86�ÒÌčěf
ƐɆǅƐ 2.00ɵ?�Ǵ�;�'�<�� 
ƙƐșǉ'�%,�1963ġ*ŕȘ�<�Ůũėŕ�Ƿ�șǉ*��%�ɖȅė,�șǉɲƐƠ

ɒ� 4,500j/s�9 7,500j/s*ŕĂ�<���<?Ơo��;*,�30iåƸ8:oƠ&,Ƙ
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Ƙė�9sƓ/åǏRATeF��:�ǖì,�<*8"%Ȱ�"�5+&�;� 
ɅÇ+ǖìĐƆ�sƓ+CX�ìȁɌ+Ɩoǥ+õƽ��:�ìɜĘȕ7ĐƆȢŷ*8"

%Äɟķ,xȓÍȀ&�:�sƓ?ç4%�<-�Ņ��'):�ǖì,Ȱ�9)�"�� 
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ɲ�+ɇ�7pɁǵ,Ȃƺ+ëǟɅǝ&Įľ�<;5+&�;� 
ì©÷+nɌǬķã�Ɂǵ�%�;îÐ,ȷ:ǖó�Ȱ�)�ĀĂșǧǳŶ&�;���

<�pɁǵɴĞ 15mɵ+îÐ,�ì�©+ƤƳǸ�nţ��ǐȕƚ*8;ĬĥĂŘ*8:
Ǫ�ƚ&ĀĂșǧ�;'�ȷ:ǖó�Ȱ�;ǳŶ*);ɴǨà,ȐĊƋ'ìȁ+əɵ� 
Ȃƺ+ëǟɅǝ&Įľ�<;nɌǬķã+pɁǵ,xȓpÍȀ&�;� 
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三
重
県
「
北
勢
地
域
に
お
け
る
水
需
要
予
測
調
査
」
が

工
業
用
水
の
需
要
を
見
直
し

名
古
屋
市
水
道
第
8
期
拡
張
事
業
第
1
期
拡
張
工
事
事

業
を
見
直
し
、
以
降
、
給
水
能
力
は
増
や
し
て
い
な
い

流
域
７
漁
協
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
河
口
堰
建
設
差
止

仮
処
分
申
請
取
り
下
げ

河
口
堰
建
設
事
業
差
止
請
求
訴
訟
、
岐
阜
地
裁
原
告
全

員
が
取
下
げ

高
須
輪
中
水
防
事
務
組
合
損
害
賠
償
請
求
事
件
」（
水

防
組
合
の
建
設
省
、
県
幹
部
へ
の
芸
者
接
待
）
に
つ
い

て
住
民
訴
訟
提
起
（
83
年
11
月
岐
阜
地
裁
、
86
年
2
月

名
古
屋
高
裁
、
89
年
9
月
最
高
裁
で
も
違
法
判
決
）

岐
阜
市
、
桑
名
市
、
海
津
町
な
ど
の
住
民
お
よ
び
市
民

団
体
約
20
名
が
、
水
資
源
開
発
公
団
を
相
手
に
長
良
川

河
口
堰
建
設
差
止
訴
訟
を
岐
阜
地
裁
に
提
訴
（
新
訴
、

94
年
7
月
棄
却
、
名
古
屋
高
裁
控
訴
棄
却
98
年
12
月
）

長
良
川
漁
業
対
策
協
議
会
（
県
内
７
漁
協
）
が
水
資
源

公
団
と
河
口
堰
建
設
に
伴
う
漁
業
協
定
を
締
結

87
年
に
か
け
て
木
曽
川
渇
水
、
成
戸
維
持
流
量
を

50
↓
40
㎥
／
秒
に
引
き
下
げ
て
取
水

三
重
県
の
工
業
用
水
の
河
口
堰
と
木
曽
川
総
合
用
水
各

2
㎥
／
秒
を
愛
知
県
と
名
古
屋
市
側
に
転
用
を
決
定

長
良
川
河
口
堰
に
反
対
す
る
市
民
の
会
、「
川
吠
え
」

最
終
号
（160

号
）

赤
須
賀
な
ど
三
漁
協
が
河
口
堰
建
設
に
同
意

1980　19811982198619871988
29113343462

市民の会主催の「市民学校」で
講師をつとめる松尾孝和さん 「どてこん」で実物の鵜を使って鵜飼の説明をする山下善平鵜匠

関市の長良川支流の今川で 1967 年から
30年間にわたり登落ち漁で魚の調査を
された後藤宮子さん



本体着工と全国的な市民運動
19881989
710111234571112
長
良
川
河
口
堰
本
体
工
事
起
工
式

「
長
良
川
河
口
堰
に
勝
手
に
反
対
す
る
会
」（
新
村
安
雄

な
ど
）
発
足
。「
長
良
川
河
口
堰
建
設
に
反
対
す
る
会
」

と
淡
水
魚
保
護
協
会
が
朝
日
新
聞
岐
阜
に
意
見
広
告

岐
阜
県
板
取
村
で
「
河
川
湖
沼
と
海
を
守
全
国
会
議
」

開
催
。
板
取
川
に
は
河
口
堰
絡
み
の
調
節
ダ
ム（500t

分
）
が
計
画
さ
れ
て
い
た
。
地
元
の
運
動
で
中
止

岐
阜
県
郡
上
郡
八
幡
町
の
「
長
良
川
水
系
・
水
を
守
る

会
」
発
足
、
岐
阜
市
で
「
河
口
堰
に
反
対
す
る
国
際
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
開
催

名
古
屋
市
内
で
「
長
良
川
河
口
堰
に
反
対
す
る
会
・
東

海
支
部
」
発
足

岐
阜
市
で
「
長
良
川
を
愛
す
る
会
」
発
足

三
重
県
桑
名
市
で
「
桑
名
と
長
良
川
河
口
堰
を
考
え
る

会
」
が
活
動
再
開

中
部
地
建
が
東
海
5
紙
に
「
地
域
を
水
害
か
ら
守
る
浚

渫
と
長
良
川
河
口
堰
」
の
意
見
広
告
を
掲
載

岐
阜
県
と
三
重
県
で「
長
良
川
河
口
堰
に
反
対
す
る
会
」

の
各
支
部
発
足
。
以
後
全
国
に
続
々
と
支
部
が
誕
生

建
設
現
地
の
三
重
県
長
島
町
で
「
長
島
・
河
口
堰
を
考

え
る
会
」
発
足

長
良
川
沿
岸
市
町
村
に
「
長
良
川
河
口
堰
建
設
を
進
め

る
会
」
発
足

日
本
魚
類
学
会
が
建
設
大
臣
に
建
設
中
止
を
求
め
る
要

望
書
を
提
出
。
日
本
野
鳥
の
会・日
本
自
然
保
護
協
会・

日
本
陸
水
学
会
・
日
本
生
態
学
会
な
ど
も
同
様
に
提
出

反
対
派
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
89 
長
良
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

が
八
幡
町
で
聞
か
れ
、
カ
ヌ
ー
で
郡
上
八
幡
か
ら
建
設

現
場
ま
で
水
上
抗
議
デ
モ

長
良
川
河
口
堰
建
設
促
進
高
須
輪
中
総
決
起
集
会
が

８
百
人
の
参
加
で
開
催

墨
俣
町
、
平
田
町
各
町
議
会
が
建
設
促
進
の
要
望
決
議

９
月
に
柳
津
町
、
10
月
に
安
八
町
議
会
も
同
様
の
決
議

長
島
町
で
反
対
派
に
よ
る
第
1
回
「
長
良
川
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

長
島
町
議
会
、
立
田
村
議
会
で
建
設
推
進
決
議
。
超
党

派
国
会
議
員
「
長
良
川
河
口
堰
問
題
を
語
る
会
」
発
足

「
河
口
堰
に
反
対
し
、
長
良
川
を
守
る
岐
阜
県
民
の
会
」

発
足

「河口堰に勝手に反対する会」の新村さんたちが
郡上から建設現場まで泳いで下る．起工式当日、
5.4kmの予定地点で市民の会の会員が出迎える．
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1990

日
本
自
然
保
護
協
会
「
長
良
川
河
口
堰
問
題
専
門
委
員

会
」
発
足

建
設
省
河
川
局
「
長
良
川
河
口
堰
に
つ
い
て
」
を
公
表

長
良
川
下
流
治
水
連
絡
会
議
（
13
市
町
村
、
岐
阜
阜
市

長
が
会
長
）
の
提
言

日
本
野
鳥
の
会
、
水
資
源
開
発
公
団
総
裁
に
「
工
事
の

中
止
と
護
岸
工
法
の
改
善
を
求
め
る
要
望
書
」
を
提
出

郡
上
漁
協
郡
上
支
部
の
有
志
、
補
償
金
受
け
取
り
拒
否

の
署
名
活
動
開
始

岐
阜
県
庁
で
水
資
源
開
発
公
団
と
長
良
川
流
域
の
漁
協

と
の
漁
業
補
償
協
定
調
印

学
者
・
研
究
者
に
よ
り
「
長
良
川
河
口
堰
問
題
を
考
え

る
研
究
者
の
会
」
発
足

市
民
グ
ル
ー
プ
ら
「
長
良
川
河
口
堰
建
設
に
反
対
す
る

流
域
連
絡
協
議
会
」
発
足

岐
阜
県
市
町
村
総
会
、
早
期
完
成
を
求
め
る
特
別
決
議

東
京
で
市
民
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
デ
モ
（
全
国
か
ら
８
千

人
参
加
）
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。

三
重
県
桑
名
市
で
「
伊
勢
湾
台
風
不
忘
の
会
」
発
足

「
長
良
川
河
口
堰
問
題
を
考
え
る
研
究
者
の
会
」
に
よ

り
「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
'90
」
開
催

日
本
自
然
保
護
協
会
が
「
長
良
川
河
口
堰
事
業
の
問
題

点
・
中
間
報
告
」
を
発
表

東
海
四
県
連
合
町
村
議
会
長
が
河
口
堰
早
期
完
成
決
議

建
設
省
河
川
局
「
長
良
川
河
口
堰
に
つ
い
て
」
を
公
表

流
域
連
絡
協
議
会
、
岐
阜
市
議
会
に
9.3
万
人
の
署
名
を

提
出

「
岐
阜
県
自
然
環
境
保
全
連
合
」
に
よ
り
「
長
良
川
下

流
域
生
物
相
調
査
団
」
発
足

北
川
石
松
環
境
庁
長
官
が
現
職
閣
僚
と
し
て
は
初
め
て

現
地
を
視
察
、「
長
官
見
解
」
を
発
表
、
環
境
影
響
調

査
の
追
加
実
施
を
建
設
省
、
公
団
に
求
め
る

「
長
良
川
河
口
堰
を
語
る
会
」
が
河
口
堰
反
対
の
署
名

を
海
部
首
相
に
提
出

Ｗ
Ｗ
Ｆ
・
日
本
委
員
会
が
「
建
設
の
一
旦
中
止
と
環
境

ア
セ
ス
の
実
施
を
求
め
る
要
望
書
」
を
建
設
大
臣
と
公

団
総
裁
に
提
出

1990 年 9月 8日，岐阜県地方自治研究センター主催
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19911992 反対運動の高揚，推進派の動き

東
京
で
河
口
堰
反
対
デ
モ
に
全
国
か
ら
５
千
人
参
加

「
長
良
川
河
口
堰
建
設
一
時
中
止
を
求
め
る
郡
上
八
幡

住
民
連
絡
会
」
発
足

「
桑
名
と
長
良
川
河
口
堰
を
考
え
る
会
」
が
「
歌
と
映

画
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

「
長
良
川
Ｄ
Ａ
Ｙ
河
口
堰
を
止
め
る
10
万
人
の
ア
ク

シ
ョ
ン
」
開
催

岐
阜
市
で
「
ぐ
る
う
ぷ
長
良
川
」、
住
民
投
票
を
求
め

る
直
接
請
求
へ
、
12
月
に
は
2.2
万
人
を
集
め
る

岐
阜
町
村
長
会
が
河
口
堰
の
早
期
完
成
を
特
別
決
議

愛
知
、
岐
阜
・
三
重
の
学
者
ら2,207

人
が
、
建
設

の
一
時
中
止
と
ア
セ
ス
実
施
で
各
県
・
名
古
屋
市
の
首

長
・
議
長
に
要
請
書
を
提
出

河
口
堰
の
追
加
調
査
を
開
始

「
河
口
堰
建
設
工
事
の
中
止
を
求
め
る
勧
告
書
」
を
Ｗ

Ｗ
Ｆ
・
英
国
委
員
会
が
海
部
首
相
あ
て
に
送
付

桑
名
市
・
岐
阜
市
・
八
幡
町
・
長
島
町
・
名
古
屋
市
で

連
続
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催

東
京
で
河
口
堰
建
設
反
対
の
デ
モ（
全
国
か
ら
８
千
人
）

建
設
省
が
国
会
答
弁
で
「
長
島
町
の
塩
害
の
事
実
は
な

い
」
と
認
め
る

「
長
良
川
下
流
域
生
物
調
査
団
」
が
「
工
事
の
一
時
中

止
と
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
実
施
」
を
建
設
省
と
環
境

庁
に
申
入
れ

「
長
良
川
河
口
堰
を
認
め
な
い
愛
知
の
会
」
発
足

岐
阜
市
で
の
住
民
投
票
条
例
直
接
請
求
、
議
会
で
否
決

社
会
党
建
設
部
会
が
現
地
視
察
、
愛
知
・
岐
阜
・
三
重

の
社
会
党
地
方
本
部
が
、
工
事
の
一
時
中
断
と
環
境
ア

セ
ス
の
実
施
の
統
一
見
解
を
発
表
、
各
県
知
事
に
提
出

長
良
川
河
口
堰
研
究
会
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
長
良
川
河
口

堰
建
設
と
環
境
・
防
災
・
事
業
ア
セ
ス
メ
ン
ト
」
開
催

日
本
自
然
保
護
協
会
の
専
門
委
員
会
が
「
長
良
川
河
口

堰
事
業
の
問
題
点
・
第
２
次
報
告
書
」
発
表

ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
締
結
国
会
議
が
京
都
で
開
催
。
国
内

外
の
環
境
Ｎ
Ｇ
Ｏ
28
団
体
が
「
建
設
即
時
凍
結
」
の
共

同
声
明
発
表

建
設
省
が
「
長
良
川
河
口
堰
に
関
す
る
追
加
調
査
報
告

書
」
を
発
表
、「
お
お
む
ね
問
題
な
し
」

建
設
省
「
長
良
川
河
口
堰
に
関
す
る
技
術
報
告
」



7 10 11 12 2 368 910 12 2 3 
19931994

岐
阜
市
「
長
良
川
河
口
堰
自
主
市
民
投
票
」
反
対
75
％

東
京
で
「
訊
け
！
足
元
の
声
を
・
長
良
川
河
口
堰
建
設

反
対
デ
モ
＆
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
に
３
千
人
参
加

土
木
学
会
が
長
良
川
河
口
堰
に
か
か
わ
る
治
水
計
画
の

技
術
評
価
を
「
お
お
む
ね
妥
当
」
と
発
表

日
本
環
境
会
議
四
日
市
・
河
口
堰
問
題
分
科
会

長
良
川
Ｄ
Ａ
Ｙ
・「
国
際
河
川
環
境
会
議
・
ダ
ム
サ
ミ
ッ

ト
in
長
良
川
」「
救
え
長
良
川
・
世
界
行
動
Ｄ
Ａ
Ｙ
」

長
良
川
河
口
堰
建
設
を
や
め
さ
せ
る
市
民
会
議
、
発
足

建
設
省
と
反
対
派
市
民
団
体
と
の
話
し
合
い
が
実
現

建
設
省
が
94
年
度
で
完
成
、
工
事
費
、1,840

億
円
に

（
完
成
時
に
は1,492

億
円
に
、
治
水
に
転
嫁
し
た
）

中
部
弁
護
士
連
合
会
公
害
対
策
環
境
保
全
委
員
会
が

「
河
口
堰
は
治
水
に
マ
イ
ナ
ス
」
な
ど
の
報
告
書

85
年
の
目
標
年
を
過
ぎ
て
い
た
木
曽
川
水
系
フ
ル
プ
ラ

ン
変
更
（2000

年
目
標
）、
大
幅
見
直
し
も
、
な
お

需
要
増
加
を
予
測

水
郷
水
都
全
国
会
議
緊
急
大
会
・
長
良
川

非
自
民
・
細
川
護
熙
連
立
内
閣
が
発
足
、
五
十
嵐
建
設

大
臣
が
予
算
要
求
見
直
し
を
発
言

郡
上
八
幡
で
長
良
川
清
流
カ
レ
ッ
ジ
を
開
始

長
島
・
河
口
堰
連
絡
会
、
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
ラ
イ
キ

反
対
派
集
会
「
日
本
の
川
を
問
うNAGARAGAW

A
DAY

93
」長
良
川
河
川
敷
で
開
催（
１
万
人
が
参
加
）

「
長
良
川
河
口
堰
建
設
に
反
対
す
る
会
」
建
設
省
前
で

デ
モ
、
事
業
停
止
と
大
臣
視
察
を
求
め
る
要
望
書
提
出

五
十
嵐
建
設
大
臣
が
現
地
視
察
「
一
年
間
を
か
け
て
環

境
・
防
災
・
塩
害
の
調
査
の
あ
と
に
運
用
を
判
断
」

自
然
保
護
協
会
と
研
究
者
団
体
に
よ
る
「
長
良
川
河
口

堰
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
グ
ル
ー
プ
」
が
発
足

朝
日
新
聞
「
88
年
着
工
時
、
水
位
計
算
、
裏
付
け
数
値

な
し
」
記
事
を
掲
載

五
十
嵐
大
臣
が
「
平
成
六
年
度
河
口
堰
建
設
事
業
の
進

め
方
に
つ
い
て
」
を
発
表
、
学
識
経
験
者
に
よ
る
調
査

委
員
会
の
指
導
を
得
な
が
ら
公
開
で
調
査
を
実
施
、
結

果
も
公
表
す
る
と
コ
メ
ン
ト

東
京
九
段
会
館
で
長
良
川
大
言
論
大
会
・「
長
良
川
河

口
堰
を
問
う
」
開
催
（
や
め
さ
せ
る
市
民
会
議
主
催
）

専
門
家
、
学
識
経
験
者
に
よ
る
長
良
川
河
口
堰
調
査
委

岐阜地裁第 43回公判，1993 年 9月 1日，山内証人調べ
（長良川下流域生物相調査団）
左から村瀬夫妻，在間弁護士，久徳高文さん，山内克典先生，
高橋恒美さん

推進する
一時凍結，
調査実施

中止すべき 分からない その他 無回答 調査主体

八幡町 13.6 54.6 30.9 - - 0.9 NHK
岐阜市 11.5 55.9 32.6 - - 0.0 NHK

13.0 44.0 32.4 10.6 - - 自治研（90）
7.3 70.3 - 22.4 - - 自治研（91）

安八町 10.6 42.4 37.6 9.4 - - 自治研（90）
15.7 68.6 - 15.7 - - 自治研（91）

海津町 54.0 37.3 8.4 - - 0.3 NHK
46.8 31.2 16.9 5.2 - 自治研（90）

長島町 24.6 46.6 27.2 - - 1.6 自治研（91）
14 39 23 19 2 2 中部・長島

東海三県 10 46 22 22 朝日新聞

長良川河口堰についてのアンケート調査の比較
NHK：郵送回収 　1市 3町 1,920 人 回答 1,174 人 61.1％ 1991 年 11 月
岐阜県社会党本部・自治労岐阜県本部・岐阜県地方自治研究センター：郵送回収 選挙人名簿 無作為抽出 1 市 2町
　2,000 人　回答 379 人，19.0％　1990 年 8～ 9月
　同：電話帳，電話質問　1市 2町　700 人　回答 535 人，1991 年 11 ～ 12月
中部の環境を考える会，長島・河口堰を考える会：訪問面接 全所帯 4,091 戸 回答 2,331 戸 57％ 1990 年 12 月
朝日新聞：電話質問　選挙人名簿，層化無作為二段階抽出法　三県，3,200 人　有効回答 1,882 人 1990 年 10 月
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1995

員
会
発
足
、
調
査
開
始

桑
名
・
し
じ
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
始

市
民
グ
ル
ー
プ
が
「
試
験
湛
水
中
止
」
を
建
設
大
臣
と

公
団
に
申
し
入
れ
、
船
上
ス
卜
に
突
入
。
長
良
川
漁
業

対
策
協
議
会
が
「
試
験
湛
水
の
延
期
」
を
申
し
入
れ

建
設
大
臣
と
市
民
会
議
が
話
し
合
い
、
試
験
湛
水
延
期

と
期
間
短
縮
を
確
認
。
船
上
ス
ト
終
息

ダ
ニ
エ
ル
・
ビ
ア
ー
ド
米
関
墾
局
総
裁
「
ア
メ
リ
カ
に

お
け
る
ダ
ム
建
設
の
時
代
は
終
わ
っ
た
」
と
宣
言

超
党
派
の
国
会
議
員
に
よ
る
「
公
共
事
業
チ
ェ
ッ
ク
機

構
を
実
現
す
る
議
員
の
会
」
発
足

自
民
、
社
会
、
さ
き
が
け
連
立
内
閣
発
足
、
野
坂
浩
賢

（
社
会
党
）
建
設
大
臣
が
就
任

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約COP5

釧
路
会
議
開
催

６
月
〜
９
月
に
か
け
全
国
的
な
大
渇
水
、
木
曽
川
水
系

で
は
農
業
用
水
の
転
用
で
対
応

岐
阜
地
裁
で
建
設
差
止
訴
訟
（
新
訴
）
判
決
、
原
告
の

請
求
を
棄
却
、
名
古
屋
高
裁
に
控
訴

長
良
川
Ｄ
Ａ
Ｙ
・「
ダ
ム
サ
ミ
ッ
ト
in
長
良
川
」・「
全

国
河
川
代
表
者
会
議
」
開
催

日
本
弁
護
士
連
合
会
が「
長
良
川
河
口
堰
問
題
チ
ー
ム
」

を
発
足
さ
せ
現
地
視
察

野
坂
建
設
大
臣
が
現
地
を
視
察
、
推
進
、
反
対
両
派
の

市
民
か
ら
の
意
見
を
聴
取
、
成
田
空
港
問
題
で
採
用
し

た
「
円
卓
会
議
」
開
催
の
意
向
を
表
明

長
島
町
で
長
良
川
河
口
壌
に
関
す
る
円
卓
会
議
を
開
始

４
月
ま
で
計
８
回
、長
島
町
公
民
館
な
ど
で「
防
災
」「
水

需
要
」「
環
境
」「
塩
害
」
を
テ
ー
マ

野
坂
建
設
大
臣
が
本
格
運
用
を
延
期
す
る
見
解
を
発
表

し
「
円
卓
会
議
」
の
１
カ
月
延
長
を
表
明

長
良
川
河
口
堰
建
設
事
業
完
成
（
31 

日
）、
野
坂
大
臣

に
河
口
堰
調
査
の
最
終
報
告

長
良
川
河
口
堰
施
設
管
理
を
水
資
源
開
発
公
団
へ
指
示

長
島
町
で
第
５
回
〜
第
８
回
ま
で
の
円
卓
会
議
開
催　

「
市
民
会
議
」
は
円
卓
会
議
の
継
続
を
求
め
る

野
坂
大
臣
が
関
係
三
県
と
市
町
村
か
ら
意
見
を
聴
取
、

円
卓
会
議
共
同
報
告
会
開
催　

22
日
、
野
坂
大
臣
「
長
良
川
河
口
堰
を
5
月
23
日
よ
り

本
格
運
用
」
と
記
者
発
表

野
坂
大
臣
が
「
ダ
ム
事
業
に
対
す
る
評
価
シ
ス
テ
ム
」

新
設
す
る
方
針
を
決
定
。
ダ
ム
等
事
業
審
議
委
員
会
の

設
置
を
準
備

梅
雨
の
洪
水
後
、
６
日
、
ゲ
ー
ト
が
下
り
て
運
用
開
始

朝日新聞，1995 年 3月 27日
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河
口
堰
上
流
部
に
あ
る
マ
ウ
ン
ド
の
浚
渫
開
始
（
97
年

７
月
完
成)

建
設
省
の
「
長
良
川
河
口
堰
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
委
員
会
」

が
発
足
、（
運
用
後
５
年
間
に
わ
た
る
）
防
災
、
環
境

等
の
調
査
を
実
施
。

反
対
派
市
民
・
学
識
経
験
者
に
よ
る
「
長
良
川
監
視
委

員
会
」
も
発
足

長
良
川
河
口
堰
運
用
に
と
も
な
う
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
お
よ

び
環
境
へ
の
影
響
な
ど
に
つ
い
て
「
新
し
い
対
話
」
が

始
ま
る

日
本
自
然
保
護
協
会
と
研
究
者
た
ち
に
よ
る
「
長
良
川

研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
開
催

長
良
川
Ｄ
Ａ
Ｙ
・
長
良
川
監
視
Ｄ
Ａ
Ｙ
開
催

徳
山
ダ
ム
事
業
審
議
会
開
始
（
〜
97
年
）

日
本
自
然
保
護
協
会
と
長
良
川
下
流
域
生
物
相
調
査
団

な
ど
が
「
第
３
次
報
告
書
」
を
発
表

反
対
派
市
民
団
体
に
よ
る
「
長
良
川
Ｄ
Ａ
Ｙ
国
際
河
川

環
境
会
議
・
ダ
ム
サ
ミ
ッ
ト 

ｉ
ｎ 

長
良
川
」
開
催

河
川
法
改
正
、「
河
川
環
境
の
整
備
と
保
全
」、
河
川
整

備
計
画
に
つ
い
て
地
域
住
民
な
ど
の
意
見
を
反
映
さ
せ

る
な
ど
、
長
良
川
河
口
堰
事
業
の
教
訓
も
踏
ま
え
る

建
設
省
が
未
着
工
の
10
ダ
ム
の
事
業
中
止
を
発
表

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
長
良
川
河
口
堰
運
用
２
年
後
・
被
害

と
現
状
を
考
え
る
」
を
長
島
町
で
開
催

河
口
堰
上
流
の
マ
ウ
ン
ド
浚
渫
完
了

長
良
川
Ｄ
Ａ
Ｙ
・「
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
世
界
水
資

源
会
議
」

愛
知
県
が
「
矢
作
川
河
口
堰
の
水
利
権
を
全
面
的
に
返

上
す
る
」
と
発
表

愛
知
県
、知
多
半
島
へ
給
水
す
る
長
良
導
水
取
水
開
始
、

三
重
県
中
勢
地
域
へ
も
水
道
用
水
取
水
開
始
（
北
伊
勢

工
業
用
水
道
の
長
良
川
取
水
口
を
併
用
）

長
良
川
河
口
堰
公
金
支
出
差
止
請
求
住
民
訴
訟
（
愛
知

県
「
だ
か
ら
い
っ
た
じ
ゃ
な
い
の
訴
訟
」
名
古
屋
地
裁

01
年
3
月
請
求
棄
却
、
名
古
屋
高
裁
02
年
2
月
控
訴
棄

却
、
最
高
裁
03
年
3
月
上
告
棄
却
）

名
古
屋
高
裁
で
建
設
差
止
訴
訟
請
求
を
棄
却

完成から，現在までの 30年
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19992000200420052006

藤
前
干
潟
の
埋
立
計
画
中
止

三
重
県
長
良
川
河
口
堰
公
金
支
出
差
止
訴
訟
（
津
地
裁

00
年
1
月
却
下
、
名
古
屋
高
裁
00
年
７
月
差
戻
し
、
最

高
裁
03
年
3
月
上
告
棄
却
、
津
地
裁
差
戻
し
03
年
10
月

請
求
棄
却
、名
古
屋
高
裁
差
戻
し
05
年
4
月
控
訴
棄
却
、

最
高
裁
06
年
3
月
上
告
棄
却
）

徳
山
ダ
ム
事
業
認
定
取
消
訴
訟（
岐
阜
地
裁
03
年
12
月
、

名
古
屋
高
裁
06
年
7
月
、
最
高
裁
07
年
2
月
）

徳
山
ダ
ム
岐
阜
県
公
金
支
出
差
止
請
求
住
民
訴
訟（
同
、

名
古
屋
高
裁
06
年
8
月
、
最
高
裁
07
年
11
月
）

建
設
省
「
長
良
川
河
口
堰
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
委
員
会
」
が

５
年
間
に
わ
た
る
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
終
了
し
て
解
散

最
終
報
告
書
で
は
防
災
、
環
境
、
塩
害
な
ど
に
つ
い
て

ほ
ぼ
順
調
と
さ
れ
た
が
、
個
々
の
現
象
の
経
年
的
変
化

に
つ
い
て
は
長
期
的
な
観
測
も
必
要
だ
と
提
言

長
島
町
で
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
長
良
川
河
口
堰
運
用
５
年

目
・
被
害
の
実
態
を
科
学
が
問
う
」
開
催

9
月
10
日
〜
12
日
に
か
け
て
東
海
豪
雨

長
良
川
Ｄ
Ａ
Ｙ
・
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
公
共
事
業
、

世
界
の
潮
流
・
日
本
の
逆
行
」
開
催

徳
山
ダ
ム
本
体
着
工
（
08
年
完
成
）

木
曽
川
水
系
フ
ル
プ
ラ
ン
変
更
（
15
年
目
標
）、
徳
山

ダ
ム
の
事
業
費
が
超
過
、
10
年
に
1
回
と
既
往
最
大
渇

水
（
94
年
）
の
「
安
定
供
給
可
能
量
」
を
引
き
下
げ

23
号
台
風
で
、長
良
川
で
は
既
往
最
大
の
出
水（8,000

㎥
／
秒
）、
上
中
流
部
で
は
激
甚
な
被
害
が
で
た
も
の

の
、
下
流
部
で
は
洪
水
が
流
下
し
た

自
然
の
叡
智
を
テ
ー
マ
と
し
た
愛
・
地
球
博
開
催

新
河
川
法
に
よ
る
木
曽
川
水
系
河
川
整
備
基
本
方
針
、

長
良
川
は
04
年
洪
水
を
基
準
と
し
て
基
本
高
水8,900

㎥
／
秒
、
計
画
高
水8,300

㎥
／
秒
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40

9.3

22.5

6.6
132.4

16

77

93

既存需要（73年）

新規需要（73年プラン）

既得水源（73年）

新規供給（73年プラン）

需要実績（85年以降）

新規需要（85年以降予測）

既得水源（85年以降）

新規需要（2000年以降）

木曽川総合用水

三重用水･阿木川ダム･味噌川ダム

長良川河口堰

徳山ダム

工水地下水

2/20年確率

近年最大渇水

木曽川水系フルプランの需要予測と実績のかい離
1973 年の第二次のプランの予測が過大で，木曽川総合用水の完成後，水あま
りとなった．以降も，実績が下がっているが．1993 年，2004 年度過大な予
測が繰り返され，今年度（2015 年），見直しが行われるだろう．

「公共事業の止め方」サーモン in 長良川 DAY，2002 年 7月 7日



木
曽
川
水
系
連
絡
導
水
路
計
画
公
表

「
長
良
川
に
徳
山
ダ
ム
の
水
は
い
ら
な
い
！
市
民
学
習

会
」
活
動
を
始
め
る

木
曽
川
水
系
河
川
整
備
計
画
、
30
年
を
期
間
と
し
目
標

流
量8,100
㎥
／
秒
、
河
道
整
備
流
量7,700

㎥
／
秒

河
村
名
古
屋
市
長
、
導
水
路
か
ら
の
撤
退
を
表
明

「
ト
ー
ク
＆
コ
ン
サ
ー
ト　
こ
の
ま
ま
で
、
こ
の
ま
ま

で
流
れ
よ　
長
良
川
」

導
水
路
は
い
ら
な
い
！　
愛
知
の
会
、
公
金
支
出
差
止

訴
訟
を
名
古
屋
地
裁
に
提
訴

民
主
党
政
権
成
立
「
コ
ン
ク
リ
ー
ト
か
ら
人
へ
」、

全
国
の
ダ
ム
事
業
再
検
証
開
始

豊
か
な
川
か
ら
豊
か
な
海
へ　
「
市
民
に
よ
る
豊
か
な

海
づ
く
り
大
会
」

長
良
川
下
流
域
生
物
相
調
査
団
「
調
査
報
告
書

2010

」
の
発
行
を
も
っ
て
調
査
活
動
終
了

中
部
地
方
ダ
ム
等
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
委
員
会
長
良
川

河
口
堰
定
期
報
告
書

生
物
多
様
性
国
際
条
約COP10 

、
愛
知
タ
ー
ゲ
ッ
ト

大
村
・
河
村
共
同
公
約
で
「
河
口
堰
開
門
調
査
」

内
ヶ
谷
ダ
ム
再
検
証

長
良
川
河
口
堰
弾
力
的
運
用
検
討
委
員
会
発
足

愛
知
県
長
良
川
河
口
堰
検
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
、

同
専
門
委
員
会
発
足

専
門
委
員
会
報
告
書
「
5
年
以
上
の
試
験
開
放
」
提
言

愛
知
県
長
良
川
河
口
堰
最
適
運
用
検
討
委
員
会
発
足

水
循
環
基
本
法

愛
知
県
導
水
路
訴
訟
敗
訴
、
控
訴

長
良
川
鵜
飼
、
重
要
無
形
民
俗
文
化
財
指
定

岐
阜
市
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
で
長
良
川
の
ア
ユ
を
、
存
続
基

盤
が
脆
弱
な
準
絶
滅
危
惧
種
に
指
定（2023

年
解
除
）

ト
ー
ク
＆
シ
ン
ポ
「
よ
み
が
え
れ
長
良
川
」
岐
阜
国
際

会
議
場
で
開
催

清
流
長
良
川
の
鮎
、
世
界
農
業
遺
産
認
定

20072008200920102011201220142015
7123568681023 6114 　　73 47　　　12

・  農業塩害を引き起こす濃度まで
　塩水が遡上するか？
・  地下水の塩水化の被害が起こるか？

・  通常時は他の水源でまかなえる
　（完成前は第2取水口でもほとんど取水なし）

・  異常渇水時は，木曽川大堰で正常流量に
　切り下げる，又は農業用水との調整

（中勢水道も併用）

・  木曽川大堰の名古屋臨海
　工業用水道（未利用）への
　再転用
・  既存の愛知用水水源で供給

・  アオ取り（逆潮灌漑）
　満潮時に一時取水（完成前の状態）

：浚渫前の塩水遡上範囲

：浚渫後の塩水遡上範囲

：長良川用水の受益地（約 3,000ha）

：堰が無ければ地下水が新たに
　塩水化する可能性のある範囲（約 1,600ha）

長良川用水 勝賀取水口

長良川用水
新大江取水口

北伊勢工業用水
第 2取水口（撤去済）

北伊勢工業用水
第 1取水口

長良川河口堰

０ 1 2 3 4 5km

桑名市

0 km

木

曽

川

揖

斐

川

川

長

良

福原輪中取水口

長良導水取水口

海津市
（高須輪中）

旧長島町

生物多様性会議・COP10 の展示会場

河口堰の開門調査と利水の代替案



 2015     2016  2017 　　201820192020　　　20212022202320242025
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長良川　国土強靭化事業で，岐阜市鏡島大橋上流での河道浚渫工事
洪水後などで、河道は次第に元に戻り、ムダな工事だった

2017 年 12 月　2017 開門シンポジウム
　　　( 長良川・諫早・ナクトンガン）

長良川国際会議場にて開催

2016 年 10 月よみがえれ長良川実行委員会
　　　　　　　「ナクトンガン視察と交流の旅」よみがえれ長良川実行委員会

「ナクトンガン河口堰視察」2024 年 9月
利根川河口堰：長良川とほぼ同じ 1960 年代の設計，71 年に完成．漁業や環境への影響に配慮して．
26km地点の塩分濃度を基準に部分的に開門されている．
愛知県長良川河口堰最適運用検討委員会の視察，2023 年 11 月

愛知県長良川河口堰最適運用検討委員会
2022 年 3月



  文献の一覧：岐阜大学地域資料情報センターに所蔵、2015 年のシンポでは資料を展示した。
              （https://www1.gifu-u.ac.jp/~forest/rilc/kakouzekitop.html）  
     
① 1 建設省中部地方建設局 長良川河口ダムの構想  1960 年 1月
 2 新沢嘉芽統 河川水利調整論 岩波書店 1962 年 9月
 3 岐阜県 昭和 34・35・36年　連年災害復興誌  1965 年 12 月
 4 嶋裕之 長良川における塩水楔の消長について（流れの研究） （技報堂） 1964 年（1975 年）
 5 木曽三川協議会 木曽三川水資源開発計画  1965 年 7月
 6 建設省中部地方建設局企画室・木曽川下流工事事務所 長良川河口堰調査報告書（昭和 41年度改訂版） 1967 年 3月
 7 （木曽三川協議会） 木曽川水系水資源開発基本計画  1968 年 10 月
 8 水資源開発公団 長良川河口堰建設事業に関する事業実施計画  1973 年 7月
 9 岐阜県，水資源開発公団 長良川河口堰建設事業に関する事業実施計画の協議にさきだつ協定について 1973 年 7月
 10 建設省中部地方建設局 木曽三川～その流域と河川技術  1988 年 9月
 11 建設省中部地方建設局 木曽三川流域誌  1992 年 3月
 12 建設省中部地方建設局 木曽三川治水百年のあゆみ  1995 年 3月
 13 建設省河川局・建設省土木研究所・水資源開発公団 長良川河口堰に関する技術報告，同補遺 1992 年 4月，1995 年 3月
 14 土木学会社会資本問題研究会 長良川河口堰にかかわる治水計画の技術評価  1992 年 7月
 15 建設省河川局 長良川河口堰の質問についての回答  1992 年 11 月～ 1993 年 10 月
 16 建設省中部地方建設局・水資源開発公団中部支社 長良川河口堰調査　中間報告書（第 3巻）  1995 年 1月
 17 水資源開発公団長良川河口堰建設所・長良川河口堰管理所 長良川河口堰工事誌　ながら  
 18 みずとともに 水資源開発公団 40年の足跡と新世紀への飛翔 水資源開発公団  2003 年 9月
 19 長良川河口堰調査検討会（岐阜県） 長良川河口堰調査検討会の記録  2007 年 9月
別 1 経済企画庁 木曽川水系における水資源開発基本計画  1968 年 10 月
 2 建設省中部地方建設局　木曽川上流工事事務所 木曽三川治水経済調査報告書  1989 年 3月
     
② 1 松尾孝和 長良川河口ゼキ建設計画を告発する  1972 年 10 月
 2 岐阜大学長良川研究会編 長良川  1979 年 1月
 3 長良川河口堰に反対する市民の会 川吠え，No.1 ～ 160  1974 年３月～ 1987 年 5月
 4 長良川河口堰建設差止訴訟原告団・同弁護団 長良川河口堰裁判資料集　原告の主張・被告の主張  1994 年 6月



 5 長良川河口堰建設差止訴訟原告団・同弁護団 論争・長良川河口堰―長良川河口堰建設差止訴訟控訴審資料集 1998 年 9月
 6 河口ぜき裁判通信　1982 年地裁の一部と 1998 年の控訴審の判決まで
　　　　 追悼 長良川河口堰裁判原告・村瀬惣一さん～たすきをつないで 30年  2005 年 4月 29日
 7 長良川を愛する会編 長良川だより―常識ではわからない河口堰  1989 年 9月
 8 長良川水系・水を守る会 さつきますの本  1998 年 3月
 9 岐阜・2001 年の会 バックナンバ―，No.12 ～ 50，51～ 100  1993 年 9月，1997 年 11 月
 10 長良川河口堰に反対する会他８団体 唯一の天然河川・長良川を守れ［資料集］  1989 年 4月
 11 長良川河口堰問題研究会 シンポジウム記録　長良川河口堰建設と環境・防災・事業アセスメント  1993 年 3月
           12　だからいったじゃないのー長良川河口堰住民訴訟通信ー　1999 年～ 2003 年
 13 長良川下流生物相調査団 長良川下流生物相調査報告書  1994 年 7月
 14 長良川下流生物相調査団 長良川下流生物相調査報告書 2010　河口堰運用 15年後の長良川  2010 年 6月
 15 日本自然保護協会，長良川河口堰事業モニタリング調査グル―プ，長良川研究フォ―ラム 長良川河口堰が自然環境に与えた影響
  　1999 年 7月
 16 長良川河口堰事業モニタリング調査グループ 長良川河口堰運用 10年後の環境変化とそれが地域社会に及ぼした影響の解析
　  　2010 年 3月
別 3 長良川河口堰問題を考える研究者の会 長良川と河口堰ー論文集  1990 年 11 月
 4 日本自然保護協会河口堰問題小委員会 河口堰の生態系への影響と河口域の保全  2000 年 7月
 5 山本尭 長良川河口堰に反対し続けて  1995 年 9月
 6 村上哲生・向井貴彦  田中豊穂教授・山内克典教授の長良川河口堰問題に関する寄与　陸の水，Vo.64 2014
     
③ 1 開発問題研究所編 河口堰―その批判と検証 開発問題研究所 1990 年 9月
 2 開発問題研究所編 検証―長良川河口堰 開発問題研究所 1991 年 4月
 3 開発問題研究所編 続　検証―長良川河口堰 開発問題研究所 1991 年 4月
 4 大田周二 長良川河口堰を考える　人と自然の共生を求めて 現代書林 1992 年 4月
 5 谷村喜代司 長良川河口堰を考える 山海堂 1990 年 12 月
 6 関正和 大地の川　甦れ，日本のふるさとの川 草思社 1994 年 10 月
 7 竹内源一 官僚の生き方―私の “公僕 ” 人生 風媒社 1996 年 12 月
 8 公共事業とコミュニケーション研究会著，馬見塚達雄編 証言・長良川河口堰 対立する世論 錯綜するメディア 苦悩する行政
      産経新聞社 2002 年 10 月
     



④ 1 菱田輿一・昇 郡上職漁師のアマゴ釣り 山と渓谷社 1989 年 2月
 2 天野礼子 萬さと長良川 筑摩書房 1990 年 8月
 3 赤須賀漁業協同組合 未来に生きる赤須賀  2010 年 5月
 4 大橋 亮一・大橋 修・ 磯貝政司  長良川漁師口伝―僕んたァ、長良川の漁師に生まれてよかったなぁ 人間社 2010 年 6月
     
⑤ 1 天野礼子他 長良川の一日 山と渓谷社 1989 年 8月
 2 天野礼子・D. ブラウア― 長良川から見たニッポン 岩波書店 1993 年 10 月
 3 北川石松・天野礼子編 巨大な愚行　長良川河口堰　政・官・財癒着の象徴 風媒社 1994 年 12 月
 4 天野礼子編 21 世紀の河川思想 共同通信社 1997 年 4月
 5 宮崎准 長良川讃歌 毎日新聞社 1991 年 6月
 6 佐藤智弘 サツキマスの川　長良川清流紀行 風媒社 1991 年 7月
 7 嶋聡史 長良川河口堰大洪水 総合行政出版 1992 年 1月
 8 渡辺斉 激流の長良川 エフエ―社 1993 年 7月
 9 横山尚巳 サツキマスが還る日　【徹底検証】長良川河口堰の 30年 山と渓谷社 2000 年 9月
 10 伊藤祐朔 終わらない河口堰問題　長良川に沈む生命と血税 築地書館 2013 年 8月
別 7 吉竹幸則 報道弾圧 東京書籍出版　リフレ出版 2011 年 12 月
     
⑥ 1 長良川河口ぜきに反対する市民の会編 長良川河口堰　自然破壊か　節水か 技術と人間 1991 年 5月
 2 桑名と長良川河口堰を考える会（久徳高文） 長良川河口堰問題略年表  1992 年 6月
 3 ニゲハチ 河口堰関係・岐阜から見た年表  
 4 村上哲生・西條八束・奥田節夫 河口堰 講談社 2000 年 4月
 5 伊藤達也・在間正史・富樫幸一・宮野雄一 水資源政策の失敗　長良川河口堰 成文堂 2003 年 10 月
 6 伊藤達也 水資源開発の論理　その批判的検討 成文堂 2005 年 10 月
 7 伊藤達也 木曽川水系の水資源問題　流域の統合管理を目指して 成文堂 2006 年 2月
 8 伊藤達也 水資源計画の欺瞞　木曽川水系連絡導水路計画の問題点 ユニテ 2008 年 5月
 9 近藤ゆり子 徳山ダム導水路はいらない！ 風媒社 2009 年 8月
 10 萩原良巳・坂本麻衣子 コンフリクト・マネジメント　水資源の社会リスク 勁草書房 2006 年 3月
 11 足立重和 郡上八幡　伝統を生きる　地域社会の語りとリアリティ 新曜社 2010 年 8月
 12 立石裕二 環境問題の科学社会学 世界思想社 2011 年 3月
     



⑦ 1 伊藤安男編 長良川をあるく 中央出版 1991 年 7月
 2 久保田稔 川と生きる　長良川・揖斐川物語 風媒社 2008 年 2月
 3 田口茂男 サツキマスのいた川 草土文化 1991 年 8月
 4 吉村朝之 長良川雑記帳 岐阜新聞出版局 1996 年 7月
 5 後藤亘 「生きる」長良川賛歌 岐阜新聞社 2008 年 5月
 6 岐阜新聞社 ぎふ海流 岐阜新聞情報センタ― 2010 年 11 月
 7 NPO 法人 ORGAN 長良川清流白書  2015 年 3月
 8 笠木透・岩田健三郎 えほん　長良川 F・F・Cユニオン郡上 1997 年春
別    8      蔵治光一郎     長良川のアユと河口堰　　農文協　　2024 年 3月






